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中川裕
1 . 深層格設定の 問題点
深層格 ､ ある い は動詞 の 概念構造と い っ た普遍性を前提 と したもの を具体的に決定する際､
何を以 っ て そ の判断を下すの か とい うと ､ 出発点はそれぞれ の 個別言語 の 表層に 現れ た形態
なり ､ 統語的な現象で あるの は当然の ことで ある｡ しか し ､ 実際に は出発点どこ ろか ､ 純粋
に 一 言語 の 中だけで それ を決定して い る の が多い ｡ 例えば､ 国立国語研究所 (1997) 『日本語
にお ける表層格と深層格 の 対応関係』 も ､ フ ィ ル モ ア ､ ア プ レ シ ャ ン などの 分析を先行研究
と して 挙げて は い るが ､ 実際の 分析はす べ て 日本語 の 中だ けで行 っ て い ると言 っ て よ い o そ
こか ら直ちに推測される こ とは ､ そ こ で 深層格と して 立て られたもの は､ 日本語 の表層格の
分布に大きな影響を受けたも の に なるだ ろうとい うこ とで ある｡
国立国語研究所 (19 7) は努 めて ､ 表層格に何が割り当て られて い るか と関係無く深層格
を設定 しようと して い るように見 える｡ 例 えば､ ヲ格と ニ 格に対応する深層格と して は次の
ようなも の が挙げられて い る (pp.238-251)0
ヲ格
(1)動作主 (2)経験者 (3)対 象 (4)相手 2(5)時 (6)時 機 点 (7)時間 (8)場所 (
9)場所 - 始点
(1 0)場所卜終ノ点(ll)場所卜経過 (12)終状態 (1 3)属性 (14)範囲指定 (15)比較
の 基準
ニ 格
(1)動作主 (2)経験者 (3)無意志主体(4)対象 (5)受け手 (6)与 え手 (7)相手 1(8)時 (9)時
一 終
点 (10)時間 (ll)場所 (12)場所
- #}点 (13)場所 一 経過 (14)終状態 (15)属性 (16)原因
･理由
(17)手 掛 道具 (18)方式 (19)条件 (20)目的 (21)役割 (22)内容規定 (23)範囲指定 (
24)観点
(25)比較の 基準(26)度合 い (27)陳述
これ を見る限り ､ 同書が日本語の格組織を離れた普遍的なもの と して深層格を設定 しよう
と して い る ことは明確であり ､ またそうでなけれ ばわざわざ深層格を設 定する意味が無
い と
い う意見にも ー 理ある｡ しか し ､ こ のやり方で は1) それぞれの深層格に対 して表層格がど
の ような原理 で割り当て られるか の 説明が難 し い o 2) これ らの 深層格が普遍 的なも
の で あ
る こ との保証ができ ない ､ とい う問題があり ､ それ に加えて ､ 3) なおカ
ゝつ 深層格の設 定に
日本語 の表層格の バイ ア ス がか か っ て い る､ と い う問題 がある の で あるo ここ で は､ こ
の 3)
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の 問題 を辛がか りと して ､ より
`
普遍的な深層格 の設 定の 可能性に つ い て 論 じて み る ことに し
た い ｡
2 . 《投げる》 動詞
2 , l . ｢石を投げる+ の ｢石+ は<対象> か ?
まず取り上 げた い の は ､ ｢石 を投げる+ と言 っ た場合の ､ ｢石+ と ｢投げる+ の 関係で あるo
国研 (1997) で 臥 ヲ格 の ｢(3)対象+ の とこ ろに ｢投げる+ が分類され て い ると ころか ら､
こ の 場合の ｢石+ は< 対象 > と考えられて い る ことがわ か る (以 下 ､ 深層格は < > に入 れて
示す)｡ 日本語を母 語とする研究者は ､ そう考える こ とに特に問題 を感 じない だ ろう し､ 英語
にお い ても ､ thro w,pitch と い っ た動詞 で は ､ to tbro w a sto n e atadog の ように ､
｢石+ はや は
り目的琴の位置に来るの で あり ､ 日本語 と英語 だけを見て い る限りで は ､ こ の
｢石+ を <対
象 > と考える ことに特に問題はなさそうに思える｡
とこ ろが ､ 日本語を母語と して ア イヌ 語を学ぶも の は ､ 次 の よ うな文 で引 っ 掛かる こ とに
なる｡
(1) te eta w en-ku rtam e nispa n ep po
- utari/s u m a arinihu m ariyapkirko rka
r昔は貧乏人で今は金持 の 子供等が/石や木片を投げつ ける けれ ど+
知里幸恵 『ア イヌ 神寄集』(p.16)
s u m 乱 ari nibu m ariyapkir ｢石や木片を投げつ ける+ の ariは道具格と して 用い られる助詞 で
ぁり ､ こ の 文を逐語訳すれ ば ｢石 で ､ 木 っ 端で ､ 投げた+ と い うこ とになる ｡ ちなみ に､ yapki
r
は ｢投げる+ と い う意味だが ､ 統語論的には自動詞 で あり ､ sum a｢石+ を目的語と して su m
a
yapkir の ような形で用 い る こ とはで きない o su m aを目的語 とす る場合
に 臥 e-yapkir の よう
に しなければならない ｡ こ の e- は充当接頭辞と呼 ばれるもの で ､ 斜格に置かれた名詞句を目
的語の 位置に (文字通 り) 格上 げする機能を持 つ o そ の場合も e
- は ｢ - で以 っ て+ を表すと
考 えられてお り ､ 意味的に道具格にお かれた名詞句を目的語化するも
の と考えられて い る o
こ の ア イヌ 語 と日本語 の 不整合はすで によく知られて い るも の で あるが ､ 異言語間で表層
格が - 対 - に対応する こ と の方が
一 般的に言 っ て まれ で あるか ら､ こ の 例に つ い て も単に 日
本語とア イヌ語は こう いうと こ ろで表現法が異なる の だ と考 えられて 来たにすぎな
い
o しか
し､ 儲 層格が普遍的なもの だ とすると ､ こ の 《石 を投げる》 と い う事態 ( 個々
の言語表現を
離れて ､ 概念そ の もの を表す場合に 《》 を用い る)､ の 《石》 と 《投げる》
の 関係 臥 日本語
だろうとアイ ヌ語だ ろうと同 じだ と考えなけれ ばならない o すると ､ 《石》 に与 えら
れる深層
格は <対象>か <道具 >か ､ あるい はそ の どちらでもな い第 3 の 何かか ､ とにかく
どれか ひ
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と つ とい うこ とに なるはずで ある｡ それ を どうや っ て 決定する の か ? それは実は日本語だ
け見 て い て も ､ アイ ヌ 語だ け見て い て も解決 でき ない ｡ む しろそれ以外の 言語 を見て い く こ
とに よ っ て ､ こ の こ 言語に おける現象の 関係が発見で き るの で ある｡
2 . 2 . 諸言語の 《投げる》
実は ､ こ の 《石 を投げる》 は ､ 日本周辺 の 互 い に系統関係 の無 い複数の言語 にお い て も ､
ア イ ヌ 語と同 じく道具格に相当する格で 《石》 が表示され る こ とが観察され る｡
ニ ヴフ 語 l
(2) paxki
v
r pa zd. ｢石 を投げる+ (束サ ハ リ ン方言)
pax ｢石J -ki
v
r (道具格) pa zd ｢投げる+
ロ シ ア語
2
(3) 6po c aT h X a M eflh｢石 を投げる+
(4)
中国語 3
(5)
(6)
6po c aT h｢投げる+ K a M e H h｢石 ( 対格)+
6po c aT h B Iの rO K aM H e M｢誰か に石 を投げる+
6po c aT h｢投げる+ B K O rO｢誰か に+ K aM tle M｢石 (造格)+
他朝我折石其｡ ｢彼は私に石 を投げた+
他 ｢彼+ 朝 ( 向格) 我｢私+ 折 ｢投げる+ 石其 ｢石 (対格)+
他用石其折我｡ ｢同上+
他 ｢彼+ 用 (道具格) 石其 ｢石+ 折 ｢投げる+ 我 ｢私 (対格)+
サ ハ 語
4
(7) ta ah- w bw rax. ｢石 を投げる+
ta ab ｢石+ - w (対格) bw rax. ｢投げる+
1
ニ ヴフ語 の例はサ ハ リ ン州東海岸出身の N ina N itku 氏 (193 4生) に よるo
2
こ の ロ シ ア語 の例は ､ 研究社露和辞典 (1 9 88初版) から｡ ただし､ 熊 野谷葉子氏 の調査によると､ 6po ca Tも も､
同 じような意味を表す 糊 a' hも､ ｢投げるもの+ を造格に置く用法は比較的まれであり ､ 多くは対格に置い て い る
と い うことで ある｡
3
中国語の例は李林静氏 (千葉大学文学研究科2年 : 中国黒龍江省チチ ハ ル市出身) によるo
4
サ ハ 語の例は NataliaNeu stro e v a氏 (千葉大学文学部研究生 : ヤ ク
- ツ ク市出身) によるo
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(8) ta ah_ n a nbw ra x. ｢同上+
'
ta ah ｢石+ - n an (道具格) bw r a x. ｢投げる+
こ こ で取り上 げた諸言語 に お い て 《石》 に対する表層格の 割り 当て の仕方は ､ 次の 三 つ に
分けられ るo
1) < 対象> を表す典型的な格と同 じ格で表示され る : 日本語 ､ 英語
2) <道具> を表す典型的な格と同 じ格 で表示 され る : アイ ヌ 語 ､ ニ ヴフ 語
3) 構文に よ っ て上記 の ふた つ の どち らでも表示 され る : ロ シ ア 語 ､ 中国語 ､ サ ハ 語
さて ､ こ の ように言語 ごと に現れ方が違う 《石》 に つ い て ､ どの ように 深層格を立 て る べ
き か ｡ 可能性 と して は 三 つ ある ｡
1) < 対象>
2) < 道具>
3) そ の どち らで もない 第三 の 格
この うち､ 3) はなる べ く取らな い ほ うがよ い 選択肢で ある｡ 言語に よ っ て表層格の 表示
が異なる事態は いく らで も起 こ りえる ことで あり ､ そ の 度に異な っ た深層格を立てて い て は､
バ ラ エ テ ィ が い く らで も増えて いく こ とになり ､ 深層格と い うもの を想定する意味がなく な
る か らで ある ｡ とすると ､ 1) か 2) だが ､ 深層に お い て < 対象 > で あ るも の が ､ なぜ道具
格で表示され る の か を説明する の は 困難で あるo む しろ､ 深層にお い て < 道具> で ある もの
が ､ 言語 によ っ て は表層で対格 (目的格) と して表示 され る と考 えた方が説明 しやすい ｡ な
ぜ ならば例えば日本語 の 場合で は ､ ｢が+ ｢を+ ｢に+ とい う格助詞 は ､ 純粋に意味的な条件 の
み で なく ､ 構文上 の 要請か ら割り当て られ る場合が多 い と考え られ る か らで ある (これ らが
｢文法格+ と称される所以 で ある)｡ すなわ ち､ ｢投げる+ の場合 ､ < 道具 > 以外に斜格の 格
助詞 を割り当て る名詞句がな い た めに ､ 構文上 の 規制 か ら< 道具 >を ｢で+ で 表示する こ と
は できず､ そ の代わり ｢を+ が割り当て られ るとい う説明が考え られ る｡
これと平行 した現 象と して注 目す べ き ことは ､ 中国語の場合､ 《石》が道具格で用 い られ て
い る場合､ 石 の移動先 を表す名詞句を省略する こ とはできない と い うこ とである｡ 李林静氏
に よると､ 次 の(9)は可能だ が ､ (10)は不可能だ とい う ことで ある｡
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(9) 他折石其｡ ｢彼は石 を投げた+ (対格)
(10) 他用石其 批 ｢同上+ (道具格)
っ まり ､ すく なく とも ｢訊+ とい う動詞 に関して は ､ 目的語 の位置に何も名詞 句を置か な
い まま ､ 斜格補語 を加 える ことはできな い た め ､ 目的語 (対格)の位置に 《石》 の 移動先が
示されない 場合に は ､ 《石》がその 位置を占めなけれ ばならなく なると いうこ とだと考えられ
る ｡
また､ N ataliaN e u str o e v a氏 によると ､ サ ハ 語 の場合､ 《石) が道具格で使われ る場合は ､ 投
げる先 の相手 ある い は場所が ､ た とえ表層文中に現れ て い なく とも ､ 意識され て い ると い う
ことで ある｡ それ に対 し対格で使われる場合は投げる先は意識され てお らず､ ただ持 っ て い
るも の を放ると い うこ とだ けが意味され るとされ るo 熊野谷葉子 氏に よると ､ それと同 じよ
うな意味の 違い が ､ ロ シ ア語 の 場合に も考えられ る だろうとい うこ とで あり ､ これ らの 全く
系統の 異なる言語 の 間で ､ 対格と道具格､ および場所格と対格の 交替が ､ ま っ たく並行的な
意味の 違い と結び つ い た形で行われ る ことが看取で きる｡
以上 の ことか ら､ 《投げる》行為を表す動詞 は ､ 普遍 的に深層格にお い て 投げられる物を<
道具 > と して指定する とい うこ とが考えられ る｡ その 他に､ 投げられ る先が<場所 >ある い は
<方向> と して 加 えられる こ ともあるが､ これ は言語 によ っ て 組み込 まれ方が違い ､ 日本語や
英語 の場合は動詞 によ っ て指定され て い るもの で はなく ､ 付加詞的に表層で組み込まれる も
の で あり ､ そ の ために < 道具> は構造上斜格に置かれる唯
一 の名詞句 となり､ 必ず対格が割
り当て られる こ とになる｡ それ に対 して ､ ロ シ ア 語 ､ 中国語 ､ サ ハ 語で は ､ 動詞 に よ っ て <
場所 > が深層格と して 指定されてお り､ 表層で の 現れ方に従 っ て ､ < 場所 > が対格の 位置を
占めたり ､ <道具> が対格の位置を占めたりする o それ にともな っ て < 道具> は道具格で現
れたり ､ 対格で現れたりすると考えられるの で ある｡
3 . 《刺す》 動詞
こうい っ た現象が 《投げる》 一 語に限られた こ とで あれば ､ 上記の 解釈はア ドホ ッ クな説
明に とどまるで あろう｡ しか し ､ 同様の 現象は他 の動詞 にも見られ る o そ の ひと つ が 《刺す》
で ある｡ 日本語 では ｢刺す+ は ｢投げる+ と異なり ､ ｢ナイ フ を肉に刺 した+ とも ､
｢ナイ フ
で 肉を刺 した+ とも言える｡ アイ ヌ 語 を除く
5上記 の諸言語にお い て も ､ 《刺す》 行為を表す
動詞 は､ ｢ナイ フ+ にあたるもの を道具格な い し対格で表示 し､ ｢肉+ にあた るもの を場所格
5
アイ ヌ語 で 《刺す》 を表す動詞と して何を取り上げるかが問題だが ､ そ の ひと つ の etar
.
a re の ような動詞は目的
語を二 つ取る動詞 であり ､ 《ナイ フ》 も 《肉》も対格 (ゼ ロ 格) で現れるo しか し､ こ うい っ た現象は､ 以下
の解
釈と少しも矛盾するもの で はない ｡
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な い し対格で表示する こ とがわ か る｡
ニ ヴフ 語 6
(ll) c aqoyi
v
r e spt. ｢ナイ フ で (魚を) 刺した+
c aqo ｢ナイ フ+ -yi
v
r (道具格) espt ｢刺す+
(12) c u
v
r c
h
e vstox e spja. ｢肉を串に突き刺せ+
c u
v
r ｢肉 (対格)+ che v sr串+ -to光 (場所格) esp ｢刺す+ -ja (命令)
ロ シア語
フ
(13) BJIa脚 M HpnPe C B51K O B rlpO T KFyJI H O X H FIqa M B X e HynaH K O･
｢ウラジ ー ミ ル ･ プ レ ス ニ ヤ コ フ はダ ン コ の妻を欽 で刺 した+
rlPO T R HyJI｢刺 した+ H O X H叩 a M F[｢鉄 (造格)+ Ⅹ eHy ｢妻 (対格)+
(1 4) 3抑 aE B O T K HyJI E O)旺 B C eP月.Ile KaT aJIO B tI臥
｢ジダンはナイ フ をカタ ロ ニ ア の心臓に突き刺 した+
B O T K HyJl｢刺す+ t10 光｢ナイ フ (対格)+ B C ePR qe ｢心臓に+
中国語
(15) 他用竹答礼了 一 下肉 o ｢彼は串で肉を刺 した+
他 ｢彼+ 用 ( 造格)竹笠 ｢串+ 礼 ｢刺す+ 了 (完了) 一 下 (量詞) 肉｢肉+
(16) 他在肉上礼了 - 根竹笠 ｡ ｢彼は肉に 串を刺 した+
他 ｢彼+ 荏 (場所格) 肉｢肉+ 上 (場所格)iL ｢刺す+ 了 (完了) - 棉 (量詞)
竹笠 ｢串+
サ ハ 語
(17) et-i bwhayw - n a n. ｢肉をナイ フ で刺す+
et ｢肉+ -i( 対格) bwha x ｢ナイ フ+ - n a n(道具格)a s｢刺す+
(18) et-kebwhay- w a s. ｢肉にナイ フ を刺す+
et ｢肉+ -ke (場所格)bwhax ｢ナイ フ+ - w (対格) as｢刺す+
6
(ll)は N in aNilkuk 氏 ､ (12)は Nitkuk 氏 の 夫君で同じくサ ハ リ ン州東海岸出身の Sergei Ugz a n氏 (19 42生) によ
る｡
7
ロ シ ア語の 例は ､ 熊野谷葉子氏 が A n O P T(検索エ ン ジ ン) を利用して ロ シ ア 語ウ ェ ブサイ トを検索 したもの か
ら引用 した｡
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上記の ように ､ ロ シア 語 ､ 中国語 ､ サ ハ 語 の いずれ におい て も ､ 《刺す》 と 《投げる) は 格
交替に関 して 同 じ様相を見せ る動詞で ある ｡ すなわ ち､ 《投げる》 と同 じく 《ナイ フ》 等は <
道具 > で あり ､ 《肉》 は < 場所> で あると考える ことに なろう｡ さらに ニ ヴフ 語 の 《刺す》 も
その 点に関 して は同様で ある こ とがわ か る｡ そ して ､ そ の 深層格 の設 定は その まま日本語に
も適用 でき る と考えられる｡
｢ナイ フ で肉を刺す+ の ｢肉+ が< 対象> とは 考えられ ない こ とは ､ 格の 交替以外 にも証
拠が ある｡ ｢刺す+ は ｢刺さる+ とい う対応する自動詞 を持つ い わ ゆる 有対他動詞で あるが ､
同 じ有対動詞 の ｢切 る+ ｢切れ る+ が､ ｢ナイ フ で 肉を切 っ た+ ｢肉が切れた+ の ような対応 を
示すの に対 し ､ ｢ナイ フ で 肉を刺した+ と ｢肉が刺さ っ た+ は同 じ事態を表さな い ｡ ｢刺さる+
を用 い て対応する事態を表現するならば ､ ｢ナイフ が肉に刺さ っ た+ で ある｡ こ うした こ とか
ら ､ ｢肉+ は ｢を+ を伴 っ て い たと しても ､ 深層格にお い て は < 場所> と考える べ きもの で あ
る ことがわ か る｡
《投げる》 や 《刺す》 の ように ､ 深層格にお い て <道具 > だと考えられ るも の が ､ 表層で
は対格が割り 当て られ る - すなわち ､ 目的語 と して扱われ る動詞 を ､ こ こ では ｢道具目的語
動詞+ と呼ぶ こ とに した い ｡ 次に ､ どの ような意味構造を持 っ た動詞 が ､ こ の 道具目的語動
詞 となるの か を､ RayJa cke ndofFや影山太郎等によ っ て展開されて い る概念意味論の 手法を以
っ て 見る ことに しよう｡
4 , 道具目的語動詞の概念構造
《投げる》 や 《刺す》 とい っ た動詞 は ､ 《切 る》 や 《壊す) と い っ た動詞と異なり ､ 動作の
対象に変化を与 える典型的な他動詞 で はな い ｡ アイヌ 語 の 《投げる》 に あたる yapkir お よび
ニ ヴフ 語 の pa zdは他動詞 ですらない ｡ こ の 点か らこれ らの 動詞は ､ 影山 (1996) で典型的
な他動詞 に与 えられ る【C ON T RO L[B EC OME[y BE AT- z]]]と い うような構造は持 っ てお らず､
[Ⅹ A C T(O Nz)]とい う､接触 ･打撃動詞
8
に壊する構造を持 っ て い る ことが想定できる｡ また ､
<道具> と いう深層格を動詞が指定して い る ことを ､ 影山 ･ 由本 (1997) で ｢道具動詞+
9
の
概念構造を表すの に用 い て いる B Y- M E A N S- OF
般的な概念構造は次の ように規定で き る｡
《投げる》
【Ⅹ ACT(O Nz)[B Y- M EAN S- Of
､
y】]
と い う述語 で示すとする と､ 《投げる》 の -
8
影山 (1 96) p.68参軌
9
影山 ･ 由本 (1 99 7) で ｢道具動詞+ と い っ て い るも の は､ 道具を表す各詞が動詞として用い られたもの の こ と
で ､ こ こ で いう ｢道具目的語動詞+ とは全く異なる概念で あるD ～
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一 方､ 《刺す》 の 方は どの言 語で も他動詞 と して表れ ､ < 道具 > と< 場所 > に 当たるも の が
深層格で 指定されて い る と思 われ るQ しか し､ 基本的な構造は 《投げる》 と同 じで ある はず
で ある｡ する と ､ 次 の ように規定で き る｡
《刺す》
[Ⅹ A C T O Nz【B Y- ME AN S- O Fy】]
これまで の議論と連結させ るならば ､ Ⅹ が < 動作主 > ､ y が< 道具 > ､ z が <場所> と い
うこと になる｡ 《投げる》 と 《刺す》 の 違い は ､ 日本語 ､ ア イ ヌ 語 ､ ニ ヴフ 語 にお い て は前者
は[Ⅹ A C T[B Y- MEA N S- O Fy]]とい う構造で あり ､ 概念構造と して 要求される変項は y の み で
ある とい うことで あ る｡ こ の y は日本語にお い て は項構造に お い て 内項に投影 され ､ 表層文
で は ｢を+ を割り当て られ る ことに なる ｡ また ､ アイ ヌ 語と ニ ヴフ 語 で は動詞自体が自動詞
で ある の で ､ y は そ の まま道具格 で表示 され るこ とになる ｡
一 方､ 《刺す》 は上記 のす べ て の言 語 にお い て z とy を要求 し､ z が内項 に投影され た場合
に はy が道具格と して ､ y が内項に投影され た場合には ､ z が場所格 (あるい は方向格) と し
て 実現すると い うことに なる 10｡
こ の ように 考える ことに よ っ て ､ 日本語 の ｢石 を投げる+ と､ アイ ヌ 語 の s u m a ariyapkir
の 格表示 の違 い は ､ 《投げる》と い う動作を表す動詞 の普遍的な概念構造か ら説明で きる こ と
になる o また ､ [Ⅹ AC T(O Nz)[BY- M E A N S- OFy]]と い う概念構造が想定されれ ば､ 道具目的
語動詞 と して 《投げる) 《刺す》 などと同 じ格表示上 の ふ るま い を示すこ とが予見され る｡ 候
補と して は Beth Levin(1993)で Spr ay/Lo ad Verbs(p.117 fF.) などと呼ばれる動詞 が挙げられ るで
あろう｡ 日本語 で は ｢塗る+ が これ に相当する｡ 《塗る》 と 《投げる》 は 日本語や英語だけか
ら見て いて は ､ 関連付けるの が難 し い で あろうo Le vin(1993)でも上記の Spr ayA o ad Verbs の 中
に stickや prickな ど 《刺す》 に当たる動詞 は含めて い るが ､ 英語 の 表層構造か ら分析 して い
る以上 ､ 当然の ことなが ら throw な どは入 っ て い ない ｡ し か し ､ こ の ようにさまざまな言語
の例に基づ い て意味構造をさ ぐる こ とによ っ て ､ これら の動詞 の 共通性を発見 し ､ その 表層
的な格 の 交替現象も説明可能な ､ より普遍 的な動詞 の意味記述が可能になると考えられ る の
で ある｡
10
アイ ヌ語 の etarareの場合には 3項動詞で ある の で ､ Ⅹ, y, z の す べ て が項を割り当て る ことになり ､ y も zも目
的語 (対格) として実現することになる｡
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